
 

 

 

 

 

 

 

 

本年も山北町社会教育委員会議の諸活動にご理解・ご協力をいただきます

ようお願い申し上げます。 

昨年、令和５年５月に町教育委員会から【民俗文化財の保護・継承につい

て】という諮問があり、この大きな課題についての検討を進めています。 

令和４年 11月に「山北のお峰入り」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことを契機に古い

時代から続く山北町の民俗文化財や行事等を再認識し、次世代にどのように引き継いでいくの

かを考えるよい機会とも言えます。 

令和５年 10月８日(日)にはユネスコへの登録を記念して「山北のお峰入り」の公演が川村小

学校や山北駅前商店街、共和地区で開催され、大勢の観覧者から称賛の声があがりました。華や

かで厳かな演目が目を引きましたが、公演を実施するまでの共和地区の方々の苦労や努力は大

変なものであったろうと推察します。 

時代の移り変わりと共に地域社会も大きく変化してきました。これは何も山北町に限ったこ

とではありませんが、私たちの目の前には「少子化・高齢化・過疎化」という短期間では解決で

きないような大きな課題が横たわっています。それに加えて住民の意識の変化や世代間による

考え方の違いなど目には見えにくい意識の差の拡大もあるのではないかとも考えます。 

こういった状況の中で私たちは【民俗文化財の保護・継承について】に取り組んでいますが、

前述したような社会状況の大きな変化や住民の意識の変化などを踏まえながらの研究には、机

上の論理で進めるのではなく社会教育委員自身が実際の活動を見聞し、現況や課題等を把握す

る必要があります。その一つとして今年度は国・県・町から指定を受けている民俗文化財の６つ

の保存会と直接話し合う機会を設けました。 

10月 17日(火)に開催した第６回山北町社会教育委員会議に、お峯入り保存会長、室生神社流

鏑馬保存会長、世附百万遍念仏保存会長、川村囃子山北保存会長、川村岸囃子保存会長、白籏神

社祭り囃子保存会長の６名にご参加いただき、組織や活動の現況と課題、行政との関わりや今後

のあり方などについて聞き取りや意見交換を行いました。 

各保存会からは現代社会の今日的な課題と重なる「子どもやリーダーなど後継者不足」「活動

に必要な経費不足」などの切実な悩みが多く出され、今後の活動の維持に対する警鐘とも捉えら

れました。 

私たち社会教育委員としては民俗文化財に関わる組織・団体等の声や町民の方々の意向等も

調査しながら課題に対する取り組みを進めていく考えです。    ＜裏面もご覧ください＞ 
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明けまして おめでとうございます 



 

 

 

出典「歴史・文化から学ぶ わたしたちの山北（令和５年度版）」山北町教育委員会 

＜世附の百万遍念仏公演情報＞ 
新型コロナウイルス感染拡大防止のため令和

３年から公演を中止していましたが、次の日

時に公演が行われます。 

開催日 令和６年２月 17日(土)・18日(日) 

場 所  能安寺（向原 2499） 

行き方  東山北駅下車徒歩５分 

向原バス停下車徒歩３分 

※駐車スペースは限られておりますので車

でのご来訪はご遠慮ください。 

【２月 17日(土)の公演時間】 

午後１時～２時 お念仏奉唱 

午後２時～３時 30分 神楽 

午後４時 終了 

【２月 18日(日)の公演時間】 

午前 10時～11時半 お念仏奉唱 

午後１時～２時 お念仏奉唱 

午後２時～３時 30分 神楽 

午後３時 30分～ カガリ(融通念仏奉唱) 

午後４時 終了 

 

★両日とも「お念仏奉唱」では大数珠を回し

ながら百万遍念仏を唱えます。 

＜川村囃子山北保存会公演情報＞ 
例年、３月のさくら祭りや８月のこどもコン

サート、11月の室生神社例大祭、１月の山北

地区道祖神祭町内巡行などで公演を行って

います。令和６年１月の道祖神祭では町内巡

行は行いませんので、保存会としての囃子演

奏はありません。令和６年３月下旬に開催が

計画されているさくら祭りでの公演が予定

されています。 

 

＜川村岸囃子保存会公演情報＞ 
コロナ前は４月の八幡神社例大祭や８月の

岸連合自治会夏祭りで公演を行っていまし

たがコロナ禍以降は公演を見合わせており、

しばらく公演予定はありません。 

町のホームページで

も町内の民俗文化財

を紹介していますの

でご覧になってみてく

ださい。 


